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凡例




これは日本現代文學全集67　新感覺派文學集（昭和四十三年十月十九日　講談社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








新感覺派の誕生

千葉龜雄







文壇は動いて居るか




　文壇が動いて居る。若もしくは動いて居ない。

　もし文壇といふものが、單に政治界の鬪ひのやうに、一つの内閣が他の内閣に取つて代るといふだけのものならば、文壇の現情には、先づそんな混沌は無いと云つてよろしい。たとへば、目新らしい或る主義が、他の一主義を押したふして代つて勢力になつて居るといふやうな、目ざましい事情は、まあどこにも無いのである。それだけの意味でならば、文壇は動いて居ない。

　が、文壇の推しうつりが、もつぱら、外に見えない藝術家達の心の傾むきによるものとすれば、たとへばそれは極めて微弱な、地底の顫動に似たやうなものであるにしても、文壇は、覺知されない程度においてすらも動いて居るのは爭へぬのである。第一に、旣成作家達が、この頃になつて、旣成文壇が、だんだんと行き詰つて來たことに氣がつき出した。どうかその息苦しい、壓迫された空氣からぬけ出して、もつと自由な、新らしい天地に呼吸しようとする熱情が、たしかに意識の下にしみ出して居る。と云つても、多い中である。相變らず、柳の下で、鰌どぢやうを掬すくつて居ようとする、安氣な人達も中にはないではないが、やはり、神經の多少なりとも銳敏に動く作家達は、さうした心の動さを强く感じ、何等かの轉廻運動を試みようと絕えず心懸けては居るのである。ただ、いくら心が動いても、それが依然としてこれまで棲んでゐたところの、旣成文壇意識の中で動いて居る限りでは、果してどれほどの新らしい心境が拓ひらかれ得るものか。それがたとへば疑問としたところである。それと共に一方の中級作家、若しくは無名作家が、この旣成文壇の足並みの不安な機勢に乘じて、せめてその牙城でもを乘取らうとする意氣込みは中々激しい。一つは印刷力の自由になつた爲もあらうが、個人雜誌同人雜誌の發行の多いことでも、その一例はわかる。そしてそれらに發表される無名作家達の戲曲や創作の多いことも、おそらく今日の如きは少ないであらう。しかしその發表の目まぐるしいのに比べて、存外、ずば拔けた作物や作家の出ないことが、やがて旣成文壇の地位がわり合に停滯して、目ざましい廻轉をしない理由にもなるのであらうが、とにかく、現代の無名作家が、藝術に强い信念を持ち、文壇を一步なりとも廻轉させようとして、眞面目に突擊して居るだけは明らかな事實である。だから、表面から眺めただけでは、それほど動いて居るとも見えない文壇地球も、それを何十年と經た後世から見たならば、たとへその動きが極めて緩慢であるにしても、目下或る第二次廻轉の方向を指して、徐しづかに自轉しつつある現代の文壇で無いと誰が云はれよう。つまり現時の文壇は、何ものかの新しい若芽の醱酵期である。それは沈滯して居ると見られる潜底に、とにかく何等かの動きが絕えず躍動して居るのでわかる。文壇沈滯といふ世間の絕望に對して、われ等が、容易に同意するほどに悲觀者たり得ない理由が實にそこにあるのである。

　かつて、「白樺」が始めて生れた。また第何期かの「新思潮」が始めて生れた。誰れが現代の主流を爲す作家達が、その人々であらうと、その當時において想像したであらうか。故に同人雜誌の發生こそは、文壇の移り變りを注意する者にとつて、輕々に視すごしてはならぬ思潮表現の一勢力である。とはいへ、その中で、或るものは、泡沫のやうに現はれてまた消える。が、或るものは、滔々たる舊主流を押し流して、取つて代るべき新らしい思潮の長江となる。かくて同人雜誌での文壇爭奪こそは、文壇覇は權けんの爭奪において、最も男々しい正當な公器だと見られるところのものである。

　そこで近ごろ現はれた雜誌「文藝時代」に一例をとる。「文藝時代」は、宣傳といふ武器を相應に利用した點にあつてはまづかうした同人雜誌中の異色であつたといつて宜しい。或はそれは意識したものでなかつたにしても、とにかく、現代ジャアナリズムを、かうも敏感に適用したところの時代相もまたそのままに興味のあるものでなければならぬ。が、それはとも角として、發刊された第一號を讀んで見て、われ等はいろいろな意味で、現代文壇一班思想の廣い暗示がそこから享うけ取られたのである。

　まづ現前のわが文壇が、現實主義を主潮として居るのは爭へないが、この五六年前から、技巧に主力を集めた作家の一グループが出たことも注意された事實である。單なる人生の齒は斫きりを、ぽいとそこへ投げ出すだけでは承知されない。それが最も力强く人に訴へるが爲に、いかに微妙にそれを表現させるべきであらうかは必然に技巧に敏感な作家の問題とならねばならない。「人間」派及びその周圍が、その役目をつとめた人々だと考へられたのはその爲めである。また一方に、人生における直接官能の働らきを、ことに銳く重く視る作家があつた。室生犀星氏の創作が、一時の文壇に、一種の竦しよう動どうを與へたのがそれである。が、いはゆる新技巧派と云はれた藝術家の藝術も、有りやうは要するに、表現する場合の語ご彙ゐの淸新や、觀照の樣式の撥剌さに主力が集められて、その技巧を、脚色や態度までに延長されるには不充分であつた。また室生氏の創作は、官能の享受においては異常な敏感があつたが、それを感覺として發表するには、まだ醇じゆん化くわしきらない混濁と古さとがあつたと云ふが、「文藝時代」に現はれた傾向で見ると、それはその二つの未成長に了をはつたものを更に發育さして、先づ一つの合成の域までに達したものであるといへる。われ等は假りにそれを名づけて、「新感覺時代」だといひたい。それは、いかに好んで特殊な視界の絕ぜつ巓てんに立つて、その視野の中から、いかに隱れた人生の大全面を透射し、展望し、具象的に表現しようとするか、だから人生の全面を正面から眞正直に押して行かうとする純現實派から見て、それがケレンであり、あまりに態度の技巧に享樂するといふ非難をうけることは免がれまい。けれども、これはまた立派にこれでよいのである。現實を、單なる現實として表現する一面に、ささやかな暗示と象徴によつて、内部人生全面の存在と意義をわざと小さな穴からのぞかせるやうな、微妙な態度の藝術が發生するのも自然の約束なのである。さらば、なぜ、彼等が人生を表現するに、わざわざ「小さな穴」を擇えらばねばならぬかとならば、彼等が大きな内部人生を象徴させるために使つた、その小さな外形は、有りやうは、彼等が端的に刺激された、刹那の感覺の點出に過ぎないからである。さうして彼等が、さうした藝術の傾向に、特殊な悅よろこびを感ずるのは、彼等の心理機能が、何よりも、氣分や、情調や、神經や、情緖やに最も强い感受性を持つからであり、そしてそれは、文化の藝術が、當然そこまでに導かるべき内部生命を持つからである。で、彼等の感覺の新らしさは、そして生々した飛躍さは、當然新らしい文化人にそれを觀賞する悅びを感ぜしめる。その點においてこの「新感覺派」はもつと早くから當然に起るべき筈のものであり、またたとへ多少それが遲れたにしても、いはゆる「文藝時代」派の人々の持つ感覺が、今日まで現はれたところの、どんなわが感覺藝術家よりも、ずつと新らしい、語彙と詩とリズムの感覺に生きて居るものであることはもう識論がない。いはゆる「新技巧派」は、ここに至つて、始めてその行きつくべきところに行きついたものである。たしかに在るべき藝術の一傾向を正面から示して居る。

　ただ新感覺派が、文化世界の頽廢氣分の一部を代表するものだと云ふ批難は、それが神經や感覺のみが、異常に病的に敏感になつて居るところにあるが、ただし現代の「新感覺派」の場合では、知識の要素が、何ほどでもそれを救つて居ることは、これも新らしい現象でなければならない。またそれを別にしても、フランスの新進作家ポオル・モオランが、「新感覺の藝術」をもつて、本國からわが日本までにも、急に廣くその禮讃者を展げて居ることは、わが國の「新感覺派」の誕生に、何等かの暗示が無いとは云へない。たとへば第二に英譯された彼の「綠の若芽グリイン・ジユウン」を讀むと、死んだマルセル・プルウストが序文を書いて居り、モオランの文章のわかり惡にくい理由を說いて居るが、かの「夜開く」でも、かの「綠の若芽」でも單に英文だけで見てはそれほど難解ではない。もとよりその感覺は新らしいにしても、日本の作家達だつて、それほど及び難いほどの新奇と高靈だとは思へない。それほど、日本の新らしい作家達は、感覺の享受と表現において淸新になつて居る。

　が、さればとて、かうした新感覺派が、どこまでわが文壇の主潮に入りきるかはまだ大きな疑問である。第一に、テンペラメントの相違が、わが國の文壇に、フランスほどにかうした作風を肯定して享うけ入れるかどうかといふのもその一つである。また感覺も人間機能の一つに過ぎないが、ややともすると感覺の陶醉が全體の生命力を離れた一つの遊戲になり了るやうな危險がある。面白くはある。けれども與へられない藝術だと呼ばれる危險がそこから起る。新らしい感覺派がそれをどう飽和して行くかも一つの興味ある展望でなければならない。何と云つても、われ等は文壇が動いて居る一つの徴候としてよいにせよ、惡いにせよ、「文藝時代」の特彩の上に、或る興感を寄せることを禁じ得ないものだ。

　さてついで起るべき傾向は何であらうか。




文藝雜誌、文藝欄




　わが國新聞の文藝欄の近ごろの傾向を見る。また文藝雜誌編輯の傾向を觀る。そこにわれ等をして眉をひそめしめる二つの豫兆を知ることが出來る。出來るなら、この豫兆を現實にせずに豫兆で終らしたいものである。

　一つは、文藝に關する思想傾向の討議や批判といふものを出來るだけ遠慮して、ただ面白い一方の、もしくは單に慰樂を與へるだけの、骨の折れない趣味談や、肩のこらない、生活日記を出來るだけ多く載せて行かうといふ心の流れである。二つもまた、文藝當面の現象とか、轉向とか、さうした公けな問題を中心として捉へるよりも、むしろ一般文壇としての空氣のゴシップ、それから進んで、個人的な文壇人の私的生活の下馬評や、噂話やにのみ興味を持たうとする、それである。

　そこで、近頃では、文藝雜誌に現はれる一班評論といふものさへも、文壇本流の思想や作物を批評するよりも、むしろ嚴密な意義で文藝とは云へない程度の、文壇黨閥の私議とか個人感情の行きさつとか、要するに、惡い意味の文壇意識の埓内を、だうだう廻めぐりして小づき合つて居るに過ぎない。ましてや、その以外になつては、目をそむけるやうな私人的な生活批判や、噂から噂に飛んだ、極めて實在性の薄いゴシップによるところの文壇人個人に對する好惡のむき出しな感情露出である。さうしてかうした傾向が、日一日と多くなつて行くことは、どう考へても正しい行き方では無い。一體さうした流行が、文壇を眞面目に見守るものに對して、何の効果を與へるといふのであるか。

　思ふに、雜誌や新聞文藝欄が、批判をすてていはゆる趣味物に走る心理には、多少のうなづける機微が無いでは無い。つまりわが文壇の視野がこれまで極めて狹かつたために、當然發達さるべき隨筆、エッセイ、感想文學類の部面を虐しひたげて居た。それが最近年それらを尊重する傾向が起つて來た。そしてそれが文藝に重要な地位を占めるものであることがわかり、殊にわが國讀者の敎養や習性が、どちらかと云ヘば、やはり思索的なものよりも、卽興的なものを喜ぶためにさうしたものが歡迎されることがわかる。その兩樣の方面から、文藝欄や文藝雜誌が趣味的に急傾して來たことは、一つの反動としてたとへば許し得るとしても、それをそれだけに限ることはそれが社會文藝の指標を與へるところの、權威であり、機關の所爲であるとすれば、それは、われから進んで、その權威を抛なげうち、指標を撲殺する所爲でもある。いかに資本主義から生れる商業主義萬能の世の中とて、それではあまりに了見が淋し過ぎるだらう。

　もしそれ、大きな飛躍心を懷いて起る筈の同人雜誌が、殆んど小さな文壇意識的感情のいざこざで批判欄を滿して居り、すべてが、文壇人への憎惡であり、井戶端評定であり、要するに感情上の排他的精神だけに支配されるのを見るのは、淋しいよりも、むしろ醜く、不愉快になる。もしその藝術さへすぐれて居るならば、今の藝術自身で、一切の劣つた傳統や歷史をどんどん破壞して進んで行く。その前には、旣成文壇も絲瓜へちまもあつたものでは無い。それなのに、それ等が、單に感情上、旣成文壇意識だけに閉ぢこもつて居ることは、いくらよく行つても、彼等が、その旣成文壇以外に進出され得ぬことを語つて居るものだ。もつと別な世界へ脫出する覺悟が必要である。

　わが國に文藝雜誌があつてからも可なりの年數になる。「柵しがらみ草ざう紙し」「早稻田文學」「帝國文學」と辿つて、それらの性質を見て來ると、いづれもその權威は、まじめで、純藝術的な批判によつていつも築かれて居た。少くとも今日の文藝雜誌のやうなものではなかつた。然るに今日は、昔よりも文藝雜誌の數が多く、また昔よりも、みな若年で眞面目な靑年の結合であるのに、それで居て、嚴肅な評論が重んじられず、單なる私人生活批評の小ぜり合ひや、排他精神に、折角の精力を注いで居るといふのは、時代の進化か退化か果して疑はしくなる。いかに新聞の社說が輕んぜられて、雜報が唯一として重視されて居る時代とは云へ。

（大正十三年十一月「世紀」）
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